
 

 

飛騨地区 家庭教育学級応援通信 

 

            
 

飛騨地区生徒指導連携強化委員会・家庭教育推進会議 

〇 期 日   令和５年６月２３日 

〇 主 催   岐阜県教育委員会・岐阜県環境生活部 

〇 テーマ   「チーム飛騨」で，すべての子に「居場所と絆」   

をつくる 

 

   久しぶりに飛騨管内の子どもに関わる様々な立場の方々 

が一堂に会し，研修・交流が行われました。 ７グループに 

分かれての約１時間の分科会。生の声には力強さがあり，  

それぞれの方から聞く現状には驚きも多かったようです。  

今の自分の立場から「何かできることはないだろうか！」  

等など，感想には熱い思いがたくさん書かれています。 

 

＜参加者の感想＞ 

・子どもの支援＝保護者（家庭）の支援が必要であることが  

分かりました。コロナ禍で集まる機会が減っている今，困り  

感のある家庭について丁寧に話を聴いたり情報を早期に  

提供すること，家庭教育座談会など気軽に話せる場をつく 

っていくことが大切であると感じました。 

 

・不登校児童・生徒が多くいる事実から，幼児期の過ごし方，  

家庭における関わり方がとても大切になってくることを改め  

て感じました。保護者の方が孤育てにならないような環境   

を整えていくことが必要であり，声を上げやすい場も大事で  

あるので，その点も今後考えていきたいと思います。 

 

・じいじ，ばあばもひとふんばり，子や孫の笑顔に癒され力に   

なりますよ！ 

 

・家庭教育について学ぶ動画について，各通信や広報誌等  

に QR コードを掲載したりする。病院の待合室，行政機関，  

銀行等で常時放映したりしてはどうか。 
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みんなで 飛騨っ子を支える 

R3 家庭教育に関する国民の意識調査 

（R4．２） 

R3 岐阜県における児童虐待相談の状況 

について  （R4.６） 

岐阜県「子ども調査」報告書  （H31.3） 

tel:0577


 

 

◇ 飛騨市 さくら保育園  在宅取組型  家族の大切さ 自立心 思いやり 

〇 テーマ  １０秒間の にこにこ☺ぎゅっぎゅータイム   〇 期 日  ６月１６日～６月２５日 

〇 参加者  保護者全員 

 

 飛騨市内の保育園には，幼児学級委員会が位置づいてい

ます。この委員会の活動は，年度初めに子育て応援課によっ

て開催される幼児学級運営会議が母体となっています。 

  

「保護者皆さんの協力的な取組が嬉しい！」「保護者皆さ

んの感想が涙が出るくらい嬉しい！」，委員長さんと園長さん

が揃って言われました。「委員を任された時のプレッシャーは

もちろんあるものの，それを超えていくところが，毎年役員のす

ばらしいところです。」と園長さんが言われました。委員長さん

を孤立させない役員や保護者，保育士の皆さんのあたたかい

ネットワークがすばらしい！。この取組は，子育ての肯定感を高

める取組にもつながっていると付け加えられました。 

 

  

  

 

 

 

 

 

＜アンケート＞ 

質問② お子さんの反応は，どうでしたか？ 

・嬉しそうにじっとして笑っていました。 

・にこにこ☺しながら一緒にぎゅーしてくれました。 

・「にこにこ☺ぎゅー」って言いながらハグするようになったら，  

子どもから「にこにこ☺ぎゅー」しようと言うようになりました。 

 

質問③ 取り組んだ感想 

・バタバタした毎日で，親や子が「疲れたな～」「さっきは叱り   

すぎたな～」などと思ったときに，“にこにこ☺ぎゅっぎゅー”  

をすると，何だか気持ちがリセットされた気がします。 

・自分に余裕がないときにこそ，わが子からパワーをもらえ   

る時間でした。まだまだ続けていきたと思います。 

・TV や YouTube を見てるときは，呼んでも来てくれません  

が，「にこにこ☺ぎゅっぎゅーしよう」と声をかけると来てく  

れました。ぎゅーが好きなんだと思い，これからも続けようと  

思いました。 

＜アンケート＞ 

質問① どんな方法で取り組みましたか。 

（当てはまるものに〇を付けてください） 

・例の通り（例：にこにこ☺ぎゅっぎゅータイム） 

・例＋言葉（例：にこにこ☺ぎゅっぎゅータイム） 

＋言葉を追加 

・オリジナル方法（上記以外の別の方法で） 

【目的】 

１日１回 10秒間，顔を見て向き合ったり体を触れ合っ

たりして，親子でふれあい，親の愛情を子どもに伝える！ 

【方法】 

いつでも！  起きた時・寝る前，行ってらっしゃい・おかえ 

り時，入浴時，甘えたい時  等 



 

 

◇ 県の家庭教育情報を有効に活用ください！ 

・「家庭教育について学ぶ動画」 

 

 

 

 

 

 

 

・「話そう！語ろう！わが家の約束」運動のリーフレット 

 夏休み前に，県内すべての園と小学校に配布されます。是非とも手に取って見てください。今年度は，飛騨市立

古川小学校の実践（在宅取組型）が紹介されています。 

 

 

金山子育て支援センター 

すくすくだより 7 月 

「家庭教育について学ぶ動画」 

“抱っこのすすめ”を紹介 

上原子育て支援センター 

7 月 すくすくだより 

「家庭教育について学ぶ動画」 

“家庭教育を実践する日”を紹介 

萩原北児童館 

7 月 ひよっこだより 

７/２０ 講師による「読み聞かせ 

のよさ」に合わせ， 

「家庭教育について学ぶ動画」 

“読み聞かせ”を紹介 

学校（園）の課題と合わせた取組です。 

☆テーマ☆ 子どもたちの自己肯定感を高めよう！ 


